
平成２５年度熊本市建設工事総合評価方式の実施について  

熊本市（上下水道局、交通局及び病院局を含む。）発注の建設工事に係る総合評価方式（簡易型）を

平成２４年度から本格実施しています。平成２５年度の制度内容については、以下のとおりです。 

履行確実性評価型総合評価一般競争入札について  

平成２２年度より試行し、平成２４年度より本格実施した「履行確実性評価型総合評価一般競争入札」

を、平成２５年度も引き続き実施します。当該方式は、入札参加者の入札価格が履行確実性評価価格を

下回った場合、履行確実性が低下するものとして、下記の算出式により評価値に反映させる方式です。

このため、入札価格が履行確実性評価価格を下回った場合は評価値が低下するのみで、失格にはならず、

書類審査及びヒアリング等も行いません。 

また、履行確実性評価価格は、以下の履行確実性評価基準額算定基準により算出した履行確実性評価

基準額を基礎として市長（上下水道局・交通局・病院局発注分については、各事業管理者）が定めます。  

なお、履行確実性評価基準額の算定基準は、最低制限基準額の算定基準と同じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 履行確実性評価型総合評価一般競争入札評価値算出式 
 

 
技術評価点 

評価値＝   

１．入札価格が「履行確実性評価価格（税抜）」以上の場合 【評価値算出式①】 

２．入札価格が「履行確実性評価価格（税抜）」未満の場合 【評価値算出式②】 

評価値 ＝ 
技術評価点 

入札価格 

評価値 ＝ 
技術評価点 

履行確実性評価価格（税込）×１００／１０５＋（履行確実性評価価格（税込）×１００／１０５－入札価格） 

技術評価点 

履行確実性評価価格（税抜）＋（履行確実性評価価格（税抜）－入札価格） 
 ＝ 

○ 履行確実性評価基準額算定基準（税抜） 
 
直接工事費×９５％＋共通仮設費×９０％＋現場管理費×８０％＋一般管理費等×３０％  

の合計 

≪上限額及び下限額≫ 予定価格の９０％～７０％ 
 

※ 履行確実性評価価格は、以上の算定基準により算出した履行確実性評価基準額を基礎とし

て市長（上下水道局・交通局・病院局発注分については、各事業管理者）が定めます。 

※ 履行確実性評価基準額の算定は、直接工事費、共通仮設費、現場管理費及び一般管理費等

の千円未満を切り捨てた額で行います。 

（税抜）：消費税及び地方消費税相当額を除いた額 

（税込）：消費税及び地方消費税相当額を含んだ額 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価値変動例 
評 価 値
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入札価格（百万円）

技術評価点が同じであれば、入札価格の低下に伴い、
評価値が上昇し、入札価格が履行確実性評価価格（税
抜）に達した時点で評価値が最高となります。また、
入札価格が履行確実性評価価格（税抜）を下回った
場合には、評価値が低下します。 

履行確実性評価価格（税抜）
（最低制限価格と同価格） 

評価値算出事例 
 

履行確実性評価価格（税抜） ８４，０００，０００円 

○ 株式会社Ａ社 技術評価点８８点（標準点７５点＋加算点１３点） 

         入札価格 ８３，０００，０００円 

○ 有限会社Ｂ社 技術評価点９１点（標準点７５点＋加算点１６点） 

         入札価格 ８７，０００，０００円 
 

【評価値】 

※ 評価値を表示する際は、前頁算出式により得られた数値に対し、100,000,000（1 億）を乗じ、小数第４位まで（５位を四捨

五入）を表示します。 

 

○ 株式会社Ａ社 

評価値＝８８（点）÷（８４，０００，０００（円）＋（８４，０００，０００（円）

－８３，０００，０００（円）））≒１０３．５２９４ 

※ 入札価格が履行確実性評価価格（税抜）未満のため、評価値算出式②を適用する。 

 

○ 有限会社Ｂ社  

評価値＝９１（点）÷８７，０００，０００（円）≒１０４．５９７７ 

※ 入札価格が履行確実性評価価格（税抜）以上のため、評価値算出式①を適用する。 

 

・・・以上の場合、有限会社Ｂ社で落札決定します。（競争入札参加資格があると認めた場合） 



落札者決定基準について  

 

平成２５年度においては、原則、以下の落札者決定基準により技術評価を行います。 

また、総合評価方式対象工事として発注する工事が共同企業体対象工事の場合、企業の

評価のうち、「指名停止の状況」のみ、建設工事共同企業体のすべての構成員についても評

価するものとし、その他の評価項目（配置予定技術者の評価を含む。）については共同企業

体の代表者のみ評価対象とします。 

 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

企 
 

 

業 
 

 

の 
 

 

評 
 

 

価 

同種工事の施工実績 国（独立行政法人、国立大学法人及び特殊法

人を含む。）、都道府県又は市町村（特別地

方公共団体を含む。）発注の工事で過去１０

か年度に完成した同種工事の施工実績 

４件 ８．０点  

３件 ６．０点 ８．０点 

２件 ４．０点 ～ 

１件 ２．０点 ０．０点 

０件 ０．０点  

発注業種の工事成績評

定点の平均点 

熊本市発注の工事で過去５か年度に完成し

た同一業種工事の工事成績評定点の平均点 

７９点以上 ８．０点  

７８点 ７．０点  

７７点 ６．０点  

７６点 ５．０点 ８．０点 

７５点 ４．０点 ～ 

７４点 ３．０点 ０．０点 

７３点 ２．０点  

７０点以上７３点未満 １．０点  

７０点未満又は実績なし ０．０点  

優良工事表彰の有無 熊本市、国又は熊本県発注工事で過去３か年

度における優良工事表彰の実績 優良工事表彰の実績あり １．０点 

 

１．０点 

～ 

優良工事表彰の実績なし ０．０点 ０．０点 

 

ＩＳＯ、エコアクション

２１の認証取得状況・防

災協定、ボランティア活

動 

①ＩＳＯ９００１、ＩＳＯ１４００１又はエ

コアクション２１の認証を取得している 

②開札日時点において熊本市と防災協定の

締結をしている 

③過去２か年度の熊本市内におけるボラン

ティア活動実績がある 

①～③のいずれか２つに

該当する 
１．０点  

①～③のいずれか１つに

該当する 
０．５点 

１．０点 

～ 

０．０点 

いずれにも該当しない ０．０点  



指名停止の状況 発注年度及び過去３か年度に熊本市から指

名停止措置を受けた回数 
なし ０．０点 ０．０点 

１回 
－１．０

点 
～ 

２回以上 
－２．０

点 
－２．０点 

配 

置 

予 

定 

技 

術 

者 

の 
評 

価 

配置予定技術者の資格 

 

※指導的技術者の資格 

 （配置する場合） 

配置予定技術者の保有する資格について 

①一級国家資格者又は技術士で資格取得後

５年以上 

②一級国家資格者又は技術士で資格取得後

３年以上５年未満 

③ ①又は②のいずれにも該当しない 

※指導的技術者を配置する場合には、評価項

目ごとに配点の５０％を上限として評価す

る。 

配置予定技術者の評価点＋指導的技術者の

評価点が点数となるが、満点（２．０点）を

超えては評価しない。 

①に該当する場合 ２．０点  

②に該当する場合 １．０点 

２．０点 

～ 

０．０点 

③に該当する場合 ０．０点  

主任（監理）技術者又は

現場代理人としての同

種工事の施工経験 

 

※指導的技術者の主任

（監理）技術者又は現場

代理人としての同種工

事の施工経験（配置する

場合） 

国（独立行政法人、国立大学法人及び特殊法

人を含む。）、都道府県又は市町村（特別地

方公共団体を含む。）発注の工事で過去１０

か年度に完成した同種工事での主任（監理）

技術者又は現場代理人としての施工経験 

※指導的技術者を配置する場合には、評価項

目ごとに配点の５０％を上限として評価す

る。 

配置予定技術者の評価点＋指導的技術者の

評価点が点数となるが、満点（４．０点）を

超えては評価しない。 

４件 ４．０点  

３件 ３．０点 
 

４．０点 

２件 ２．０点 ～ 

０．０点 

１件 １．０点 
 

０件 ０．０点  

優良工事の技術者表彰

の有無 

熊本市、国又は熊本県発注工事で過去３か年

度における優良工事の技術者表彰の実績 
優良工事の技術者表彰の

実績あり 
１．０点 

 

１．０点 

～ 

優良工事の技術者表彰の

実績なし 
０．０点 ０．０点 

 

合計 
２５．０

点 



□■平成２５年度の改正事項■□ 

 

 

 

 

 

≪平 成 ２ ５ 年 度 総 合 評 価 一 般 競 争 入 札 発 注 標 準 額≫ 

業 種 ランク 発 注 標 準 額 

土木一式工事 

Ａ 7,000 万円以上 

Ｂ 3,000 万円以上 

Ｃ 1,500 万円以上 

建築一式工事 

Ａ １億 6,000 万円以上 

Ｂ 4,000 万円以上 

電気工事 Ａ 3,000 万円以上 

管工事 Ａ 3,000 万円以上 

ほ装工事 

Ａ 3,000 万円以上 

Ｂ 1,500 万円以上 

造園工事 Ａ 4,000 万円以上 

水道施設工事 

Ａ 5,000 万円以上 

Ｂ 2,000 万円以上 

等級（ランク）付けのない業種  4,000 万円以上 

 

※入札参加者が少ない等、競争性が確保できないと見込まれる場合、総合評価方式を実施

せず、最低制限価格を設けた一般競争入札を実施します。 

 

○ 発注標準額の変更について 
 

土木一式工事Ａランク、電気工事Ａランク、管工事Ａランク、ほ装工事Ａラ

ンク、造園工事Ａランク、水道施設工事Ｂランク及び等級（ランク）付けのな

い業種について、平成２５年度から発注標準額を変更します。詳細は、以下の

とおりです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 同種工事の「施工実績」及び「施工経験」の取扱いについて 
 

同種工事の「施工実績」及び「施工経験」の評価項目について、「土木一式工事 

Ａランク」は、施工内容及び対象金額の取扱いを、「等級（ランク）のない業種」

は、対象金額の取扱いを次のとおりとします。 

上記以外業種は、平成２４年度から変更はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆土木一式工事 Ａランク 

○予定価格：１億円以上の工事案件 

① 下水道工事 

② 河川工事 

③ その他土木一式工事（下水道工事を除く。）      

発注工事内容に応じて①～③に区分し、その区分に該当する工事のみが対象 

 

○予定価格：7,000 万円以上１億円未満の工事案件  

①～③全ての土木一式工事の工事が対象 
 

 

※発注工事の工事成績評定点の平均点の施工実績については、全ての土木一式工事が対象となり

ます。 

例）発注が下水道工事 ⇒ 河川工事、その他土木一式工事の実績 についても対象 

◆土木一式工事               

  Ａランク ４JV                   ・・１億２，０００万円以上        

       ３JV                   ・・・・９，０００万円以上       

       ２JV                   ・・・・６，０００万円以上        

       単体 予定価格：１億円以上          ・・４，０００万円以上 

       単体 予定価格：７，０００万円以上１億円未満 ・・３，０００万円以上 

  Ｂランク 単体                     ・・１，６００万円以上 

 Ｃランク 単体                     ・・  ８００万円以上  

◆建築一式工事                  ◆造園工事 

  Ａランク ４JV ・・１億９，２００万円以上   ４JV ・・２，４００万円以上 

       ３JV ・・１億４，４００万円以上   ３JV ・・１，８００万円以上 

       ２JV ・・  ９，６００万円以上   ２JV ・・１，２００万円以上 

       単体 ・・  ６，４００万円以上   単体 ・・  ８００万円以上 

  Ｂランク 単体 ・・    ８００万円以上 

◆ほ装工事                    ◆電気・管工事 

  Ａランク ４JV ・・４，８００万円以上     ４JV ・・４，０００万円以上 

       ３JV ・・３，６００万円以上     ３JV ・・３，０００万円以上 

       ２JV ・・２，４００万円以上     ２JV ・・２，０００万円以上 

       単体 ・・１，６００万円以上     単体 ・・  ８００万円以上 

  Ｂランク 単体 ・・  ８００万円以上 

◆水道施設工事                  ◆等級（ランク）のない業種 

  Ａランク ４JV ・・４，８００万円以上     予定価格に 0.5 を乗じた金額以上 

       ３JV ・・３，６００万円以上    （ただし、下限額は 2,500 万円） 

       ２JV ・・２，４００万円以上 

       単体 ・・２，０００万円以上 

  Ｂランク 単体 ・・  ８００万円以上 

施工内容 

対象金額 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ＩＳＯ、エコアクション２１、防災協定、ボランティアについて 
 

評価基準及びボランティア活動の取扱を次のとおりとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

ボランティア活動実績について・・ 
ボランティアの活動実績とは、熊本市内における公の施設での活動、市民・地域住民に対 

して行う活動等であり、寄付や社員個人の活動は対象としません。 

また、活動実績を確認するための資料として、公的機関、ボランティア活動の主催者若し 

くは地元自治会等からの感謝状や活動を証明する書類又は新聞記事等、ボランティア活動の

実績が客観的（入札参加者自らが作成したものは認めない）に証明できるもの（活動実施時

期、活動場所、活動内容、会社名の記載のあるもの）の添付が必要です。 

ただし、団体で参加しており、活動に参加したことが確認できる資料に会社名が掲載され 

ていない場合は、さらに当該団体が発行する活動を証明する書類の添付が必要です。 
  

≪評価内容≫ 

①ＩＳＯ9001、ＩＳＯ14001 又はエコアクション２１の認証を取得している。 

②開札日時点において熊本市と防災協定の締結をしている。 

③過去２か年度の熊本市内におけるボランティア活動実績がある。 

 

≪評価基準≫ 

◆①～③のいずれか２つに該当する。 ・・・ 1.0 点 

◆①～③のいずれか１つに該当する。 ・・・ 0.5 点 

◆いずれにも該当しない。      ・・・ 0.0 点 



□■留意事項について■□ 

総合評価方式における競争入札参加資格について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同種工事の「施工実績」、「施工経験」に係る添付資料ついて 

 

 

 

 

 

 

 

本市が条件付一般競争入札で発注する工事については、競争入札参加資格として「○件以上施

工中でないこと。」との条件を付しております。（例：土木一式工事Ａランク＝３件） 

平成２５年度の総合評価方式の実施においては、平成２４年度と同様に、競争入札参加資格と

して以下のとおりの条件を付します。 

“本市（上下水道局、交通局及び病院局を含む。）が総合評価方式で発注した○○工事を本

案件の落札決定時点で○件以上施工中でないこと。” 

◆ 土木一式工事 Ａランク・・・２件、Ｂランク・・・１件 

◆ 建築一式工事 Ａランク・・・２件、Ｂランク・・・１件 

◆ ほ装工事   Ａランク・・・１件 

◆ 造園工事   Ａランク・・・１件 

 

※上記の件数は、条件付一般競争入札において付する参加資格の施工中件数に含みます。 
 

例１）土木一式工事Ａランク業者が、総合評価方式２件、総合評価方式以外の条件付一般競争入札１

件を施工中の場合 ⇒ 総合評価方式及び総合評価方式以外の条件付一般競争入札のいずれも

落札できません。 

例２）土木一式工事Ａランク業者が、総合評価方式以外の条件付一般競争入札３件を施工中の場合 

⇒ 総合評価方式及び総合評価方式以外の条件付一般競争入札のいずれも落札できません。 

例３）土木一式工事Ａランク業者が、総合評価方式２件を施工中の場合 ⇒ 総合評価方式では落札

できませんが、総合評価方式以外の条件付一般競争入札では落札できます。 

例４）土木一式工事Ａランク業者が、総合評価方式１件、総合評価方式以外の条件付一般競争入札１

件を施工中の場合 ⇒ 総合評価方式及び総合評価方式以外の条件付一般競争入札のいずれで

も落札できます。 

◆ＣＯＲＩＮＳに竣工登録を行っている工事 

竣工登録時の登録内容確認書（竣工時カルテ）の写しを提出してください。 

なお、これだけでは同種工事としての施工実績、施工経験が判断できない場合は、他の判

断できる資料（図面、仕様書等の設計図書又は発注者の証明等）で補完してください。 

◆ＣＯＲＩＮＳに竣工登録を行っていない工事 

契約書の写し又は受注登録時の登録内容確認書（カルテ受領書）に加え、同種工事等の実

績等を有することが判断できる資料（図面、仕様書等の設計図書又は発注者の証明等）を

提出してください。なお、変更があった場合は変更契約書の写しも併せて提出してくださ

い。 

 

「施工実績等再評価結果通知書」を提出すれば、上記書類の提出を省略できますので、ご活用

ください。詳細はホームページ内の「総合評価一般競争入札に係る施工実績等の再評価結果

通知について」をご覧ください。 

 



「発注業種の工事成績評定点の平均点」の取扱いについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「優良工事表彰」、「優良工事技術者表彰」について 

 
 
 
 
 

「防災協定の締結の有無」に係る添付資料について 

 
 
 
 

「ボランティア活動実績」に係る添付資料について 

 
 
 

 

 

「配置予定技術者の資格を証する書面の写し」について 

 
 
 
 
 
 
 

発注業種の工事成績評定点の平均点の取扱いは、過去５か年度の発注業種の工事における、

工事成績評定点の平均点により算出します。 

 

注１）予定価格２５０万円以下の工事及び単価契約工事の成績評定点については、対象とな

りません。 

 注２）建設工事共同企業体（ＪＶ）対象工事の工事成績評定点については、対象となります。 

注３）土木一式工事 A ランクで同種工事の施工実績が、①下水道工事 ②河川工事 ③その

他土木一式工事（下水道工事を除く。）と区分されている場合についても、①～③全て

の土木一式工事を対象となります。 
 

「配置予定技術者の資格」を評価するため、評価の対象となる資格を有する技術者を配置予

定技術者として申請する場合は、必ず、＂配置予定技術者の資格を証する書面の写し“を添付

してください。 

書面の写しの添付がない場合、資格取得後年数が評価できないため、当該評価項目について

は、評価しないものとします（０点）。 

（指導的技術者を配置する場合、指導的技術者も同様とします。） 
 

評価の対象期間を、熊本市の優良工事表彰を実施した翌月から変更します。 

例）市の表彰が７月に実施された場合 

平成２５年７月３１日までの発注工事 ⇒ 平成２２～２４年度表彰が対象 

    平成２５年８月１日以降の発注工事  ⇒ 平成２３～２５年度表彰が対象 

防災協定を締結している場合は、「防災協定の写し」及び「団体の発行する証明書」を併せて

添付してください。なお、団体の発行する証明書については、開札日から１年以内に発行され

たものに限りますので、証明書を添付される場合には確認をお願いいたします。 

 

活動実績を確認するための資料として、公的機関、ボランティア活動の主催者若しくは地元

自治会等からの感謝状や活動を証明する書類又は新聞記事等、ボランティア活動の実績が客観

的（入札参加者自らが作成したものは認めない）に証明できるもの（活動実施時期、活動場所、

活動内容、会社名の記載のあるもの）の添付が必要です。 

ただし、団体で参加しており、活動に参加したことが確認できる資料に会社名が掲載され 

ていない場合は、さらに当該団体が発行する活動を証明する書類の添付が必要です。 
 



指導的技術者の配置について 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付ファイルの容量について 

 

 

 

 

 

 

 

電子入札システムで提出する申請書等及び技術資料の添付ファイルの容量は、 

“３ＭＢ以内”です。なお、ファイルの圧縮を行う場合、ＬＺＨ又はＺＩＰ形式とします。添

付ファイルの容量が３ＭＢを超える場合その他やむを得ない理由により電子ファイルが作成

できない場合には、郵送による提出を認めます。 

指導的技術者を配置した場合、「配置予定技術者の資格」及び「主任（監理）技術者又は

現場代理人としての同種工事の施工経験」を評価しています。 

この制度は、経験年数の少ない技術者を配置する場合でも、ベテラン技術者が技術指導を

行う場合には評価項目「配置予定技術者の評価」を高めるというものです。 

技術評価点は、下記のとおりとなります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
※指導的技術者は、主任（監理）技術者より、配置予定技術者の評価（「配置予定技術者の資格」及び 
 「主任（監理）技術者又は現場代理人としての同種工事の施工経験」の合計得点〔５０％を乗じる前〕） 
 が上位の者でなければ認めません。 
※複数人記載する場合は、得点が最も低いものをもって評価します。 
※指導的技術者の配点は、各項目ごとに配点の５０％を上限とします。 
※「配置予定技術者＋指導的技術者」の点数が満点を超えた場合、満点を超えての評価はしません。 
※配置予定技術者に発注工事への専任を求める場合は、指導的技術者にも専任を求めます。コリンズの登

録は、「担当技術者」としての登録となります。 
※資格を証する書面が添付されていない場合は、技術評価における配置予定技術者の資格に係る評価項目

については評価しません。（監理技術者資格者証及び監理技術者講習修了証の写しについては、熊本市に

提出した経営事項審査の技術職員名簿の写しに記載のあるもの、又は技術者変更届を提出したものについ

ては、省略することができます。） 
※指導的技術者は、開札日以降は原則として変更できません。ただし、熊本市長の承認を得た場合には、

その限りではありません。 
※指導的技術者の配置は任意です。 

例）配置予定技術者＝一級土木施工管理技士資格取得後４年＋同種工事の施工経験１件 
  指導的技術者＝一級土木施工管理技士資格取得後１０年＋同種工事の施工経験３件 

↓ 
  配置予定技術者＝資格１．０点＋施工経験１．０点 
  指導的技術者 ＝資格１．０点（２．０点×１／２）＋施工経験１．５点（３．０点×１／２） 
     計    資格２．０点  施工経験 ２．５点 



施工実績等得点申告点の入力について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.0 

入札書提出時 

『施工実績等得点申告書（様式第４
号）』に記載した申告点の合計点を必ず
入力してください。配置予定技術者を
変更した場合は、上記参照。 

総合評価方式の申請に当たっては、競争参加資格確認申請書と併せて、技術資料を提

出する必要があり、『施工実績等得点申告書（様式第４号）』（技術評価における評価項

目ごとの得点を申告するもの。）も提出する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

※ 電子入札システムで入札書を提出しない場合は、『施工実績等得点申告書』に記載

された合計点が申告点となります。 

※ 「変更後配置予定技術者調書」等を提出し、配置予定技術者を変更する場合、配置

予定技術者の評価は変更後の配置予定技術者をもって行います。なお、入札書を電子

入札システムで提出する場合は、入札書提出時に、『変更後施工実績等得点申告書』

に記載した申告点の合計点を電子入札システムでも必ず入力してください。なお、電

子入札システムで入力された点数と『変更後施工実績等得点申告書』の合計点が相違

する場合は、電子入札システムで提出された点数を申告点とします。また、既に入札

書を提出している場合については、施工実績等の評価は、『変更後施工実績等得点申

告書』の合計欄に記載された得点をもって行います。 

 

さらに、入札書を電子入札システムで提出する場合は、入札書提出時に、『施工実

績等得点申告書』に記載した申告点の合計点（０～２５点）を電子入札システムで

も必ず入力してください。なお、電子入札システムで入力された点数と『施工実績

等得点申告書』の合計点が相違する場合は、電子入札システムで提出された点数が

申告点となるため、留意してください。（入力漏れを含む。） 

 


